
 

 

 

 

 
 

教育相談課は令和７年度より、これまでの青少年相談センターを再編し、主に「青少年相

談に関すること」「教育相談に関すること」「長期欠席児童生徒に関すること」といった支援

事業を行っています。そして、これまでの相談班に加え、新たに、不登校支援企画班をつくり、

「さがそうみらい みんなでつながる アクションプラン」の作成など、不登校に特化した施策

立案も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

アクションプランにもあるように、教育相談課では、児童生徒がよりよい生き方を見つけな

がら社会的自立へと進めるよう、「ポジティブ行動支援」の考え方による支援を推進していま

す。 

 

 
 
ポジティブ行動支援（Positive Behavior Support：PBS）は、罰的ではない肯定的、教

育的、予防的な方法で支援するための枠組です。多層支援モデルでもあり、学級・学校規模

など全員を対象とした支援から個別の支援まで、ニーズや状況に応じた幅広い支援が行わ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

その始まりは、１９９０年代の米国からで、すでに２万７０００校以上で取り上げられています。

実践している学校とそうでない学校とで、いじめの発生率や不登校数も違うというデータが

出ており、科学的に効果が検証されているものと言われています。日本においても徳島県で

は、全県で取り組んでいます。     （参考：教育新聞、日本ポジティブ行動支援ネットワーク） 

教育相談課の取組 

ポジティブ行動支援について 

１ 教育相談課の紹介 

2 ポジティブ行動支援について 
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現在、相模原市においてもポジティブ行動支援が広がってきています。日本ポジティブ行

動支援ネットワーク運営委員で、本市不登校対策検討委員会の副会長でもある東京学芸大

学の松山康成先生に、令和６年度から研修で講師を務めていただいております。今年度は、

市内小中学校等の全管理職、全支援の担当の教員に対して研修を行っていただきました。

そのことにより、ポジティブ行動支援の概念は全市的に広がり、支援の具体的な実践も見ら

れるようになってきています。 
 

【第 1層支援（集団を対象としたユニバーサルな支援）】の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（行動を引き出す工夫等）             （行動）           （繰り返しやすくなる工夫等） 

 

 

 

 

                   

 

 

今後も先生方や子どもたちの「こうしたい」「こうなりたい」ということの実現に向けて、肯

定的、教育的、予防的なポジティブ行動支援の実践が充実していくことを願っています。研修

やコンサルテーション等、学校と教育委員会が連携しながら取り組んでいきたいと思います。 

３ 相模原市の先生方へ 

・あいさつ月間の計画 
・賞状など賞賛の工夫の検討 
・視覚的フィードバックについて 
グラフ化などの検討 

・あいさつがかえってくる 
・学校にあいさつが 
あふれる 

・賞賛される 

 

あいさつをする 

学校の生活目標を 
生かした取組 

子どもの意欲を向上 
させる視覚的支援 

データの活用 
視覚的フィードバック 

承認・賞賛により 
望ましい行動が増えます 

例 
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